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今
次
総
選
挙
に
お
け

る「
選
挙
闘
争
」結
果

１１
　

日
本
共
産
党
は
、
今
次
総
選
挙
で
、
小
選
挙
区
選

挙
に
一
五
二
人
、
比
例
代
表
選
挙
に
七
九
人
（
小
選

挙
区
選
挙
と
の
重
複
六
〇
人
）
の
候
補
者
を
擁
立
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
小
選
挙
区
選
挙
で
は
全
敗
し
ま

し
た
が
、比
例
代
表
選
挙
で
は
前
回
同
様
、七
ブ
ロ
ッ

ク
で
九
議
席
（
東
北
一
、
北
関
東
一
、
南
関
東
一
、

東
京
一
、
東
海
一
、
近
畿
三
、九
州
・
沖
縄
一
）
を

獲
得
し
、
解
散
時
の
九
議
席
（
す
べ
て
比
例
代
表
）

新
方
針
で
臨
ん
だ
今
次
総
選
挙
で
議
席
を
維
持
し
た
日
本
共
産
党

を
維
持
し
ま
し
た
。

　

今
次
総
選
挙
は
、
平
成
一
九
年
の
第
二
一
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
改
選
前
の
五
議
席
か
ら
三
議
席

に
減
ら
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
年
九
月
の
第
五
回
中

央
委
員
会
総
会
（「
五
中
総
」）
で
、
従
来
の
全
小
選

挙
区
へ
の
候
補
者
擁
立
を
見
直
し
、
比
例
代
表
選
挙

で
の
前
進
に
集
中
す
る
と
の
「
新
し
い
選
挙
方
針
」

で
臨
ん
だ
初
の
選
挙
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
小
選
挙

区
選
挙
で
は
得
票
数
・
率
と
も
に
大
幅
に
減
ら
し
ま

し
た
が
、
比
例
代
表
選
挙
で
は
得
票
数
が
微
増
し
、

得
票
率
は
微
減
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
し
て

は
、
小
選
挙
区
選
挙
の
候
補
者
を
前
回
の
二
七
五
人

か
ら
一
五
二
人
と
大
幅
に
減
ら
し
て
も
、
比
例
代
表

選
挙
で
の
得
票
数
が
増
加
し
、
得
票
率
は
前
回
比
で

〇
．
二
二
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、「
新
し
い
選
挙
方
針
」
に
よ
っ
て
効

率
的
に
選
挙
闘
争
を
行
っ
た
と
い
え
ま
す
。
二
一
年

一
〇
月
の
第
九
回
中
央
委
員
会
総
会
（「
九
中
総
」）

で
は
、五
中
総
の
「
新
し
い
選
挙
方
針
」
に
つ
い
て
、

「
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
現
在
の
党
の
力
量
、
実

情
に
そ
く
し
た
的
確
な
方
針
で
あ
っ
た
」
と
評
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
五
中
総
の
「
新
し
い
選
挙
方
針
」
の

導
入
の
目
的
は
、
多
額
の
供
託
金
没
収
等
に
よ

る
財
政
圧
迫
の
解
消
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
次

総
選
挙
で
の
供
託
金
没
収
額
は
、
小
選
挙
区
選

挙
で
三
億
七
、二
〇
〇
万
円
、
比
例
代
表
選
挙
で

一
億
八
、六
〇
〇
万
円
、
合
計
五
億
五
、八
〇
〇
万
円

（
前
回
比
一
億
八
、〇
〇
〇
万
円
の
減
）
と
高
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
五
億
円
以
上
の
供
託
金
没
収
は
、

党
財
政
上
、大
き
な
負
担
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。 記者会見する志位委員長（時事）
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新
政
権
に
対
し
て
も

綱
領
路
線
を
堅
持

２２
　

日
本
共
産
党
は
、
今
次
総
選
挙
で
民
主
党
が

三
〇
八
の
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

民
が
民
主
党
の
路
線
や
政
策
を
評
価
し
た
た
め
で
な

い
の
は
、世
論
調
査
の
結
果
等
で
も
明
ら
か
で
あ
る
」

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
民
主
党
は
、『
財
界
中
心
』、

『
日
米
軍
事
同
盟
中
心
』
の
自
民
党
政
治
の
ゆ
が
み

を
大
本
か
ら
正
す
立
場
が
な
い
」
な
ど
と
し
、
日
本

共
産
党
が
綱
領
で
掲
げ
て
い
る「
対
米
従
属
」と「
大

企
業
・
財
界
」
の
二
つ
の
打
倒
目
標
が
、
新
政
権
下

で
も
正
さ
れ
な
い
と
の
考
え
方
を
示
し
、
綱
領
路
線

を
堅
持
し
て
い
く
立
場
を
強
調
し
ま
し
た
。
志
位
委

員
長
も
、
二
一
年
九
月
の
党
創
立
八
七
周
年
記
念
講

演
会
で
、
日
本
共
産
党
は
昭
和
三
〇
年
以
来
、「
正

確
な
綱
領
路
線
の
も
と
で
、
不
屈
さ
を
発
揮
し
、
意

気
軒
高
で
奮
闘
し
て
き
た
」
と
述
べ
、
綱
領
路
線
が

不
変
で
あ
る
旨
明
言
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
新
政
権
に
対
し
て
も
従
来
の
路

線
に
従
い
、「『
財
界
中
心
』、『
日
米
軍
事
同
盟
中
心
』

を
正
す
」
と
い
う
立
場
か
ら
、「
軍
事
費
の
削
減
」

や
「
大
企
業
・
大
資
産
家
へ
の
減
税
見
直
し
」
な
ど

を
追
求
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

３
党
大
会
と
次
期
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
向
け

た
党
勢
拡
大
を
重
視

３
　

日
本
共
産
党
は
、
九
中
総
で
、
第
二
五
回
党
大
会

を
平
成
二
二
年
一
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
四

日
間
の
日
程
で
招
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

党
大
会
の
開
催
は
、
一
八
年
一
月
の
第
二
四
回
党
大

会
以
来
四
年
振
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
九
中
総
で
は
、
次
期
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
に
つ
い
て
、
比
例
代
表
選
挙
で
は
六
五
〇
万
票
以

上
の
得
票
と
五
議
席
の
絶
対
確
保
を
、
選
挙
区
選
挙

で
は
東
京
都
選
挙
区
で
の
議
席
の
絶
対
確
保
を
そ
れ
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ぞ
れ
目
標
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
党
大
会
に
向
け
た
「
党
躍
進
特
別
期
間
」
に
取

り
組
む
こ
と
を
提
起
し
、
党
勢
拡
大
等
の
党
建
設
へ

の
取
組
み
の
強
化
を
図
る
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
五
中
総
以
降
、
二
万
一
、
七
〇

〇
人
の
新
入
党
員
を
獲
得
し
て
今
次
総
選
挙
を
闘
っ

た
と
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
年
七
月
の
第
六
回
中
央

委
員
会
総
会
で
目
標
と
し
て
示
し
た
全
党
支
部
で
の

党
員
獲
得
は
、
九
中
総
時
点
で
四
割
強
の
達
成
率
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
関
紙
部
数
に
つ
い
て

も
、
今
次
総
選
挙
後
、
大
き
く
後
退
さ
せ
、
九
中
総

で
は
、
前
回
党
大
会
時
と
比
べ
約
一
八
万
部
の
減
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
九
中
総
で
、
今
次
総
選
挙
で
の

最
大
の
教
訓
は
党
建
設
の
不
足
で
あ
る
旨
断
じ
た
こ

と
か
ら
、
下
部
組
織
は
引
き
続
き
厳
し
い
党
勢
拡
大

の
取
組
み
を
迫
ら
れ
て
い
く
と
み
ら
れ
ま
す
。


